
 

 今後の検討スケジュールについて（素案） 

 

 

※今秋以降のスケジュールは、パイロット事業の状況等踏まえ随時検討することを想定 

 

 

○６月 29日（本日） 第１回検討会 

 

  

○７月 12日 第２回検討会 

・事業者ヒアリング（WET手法の国内での活用事例について） 

・各検討課題に係る論点（第１回検討会における指摘事項）の整理 

・パイロット事業の内容について 

・今後の検討の進め方について 

 

 

○７月 22日 第３回検討会 

○８月 22日 第４回検討会 

・パイロット事業の実施方針について 

・WET手法を用いる場合の検討課題について 

 

 

○８～９月頃 パイロット事業に係る公募（１ヶ月程度） 

 

 

○９～12月頃 平成 28年度パイロット事業実施 

 

 

○12月頃以降 

・パイロット事業の実施状況を踏まえ、試験法や排水改善手法の検討、公共用

水域における活用の在り方の検討等を含め、引き続き検討し、WET手法を用

いる場合の評価・管理手法の基本的な考え方を整理する。 

（パイロット事業は複数年度の実施を想定。） 
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